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キ
エ
フ
で
「
オ
レ
ン
ジ
革
命
」
に
出
く
わ
し
ま
し
た 
 
 
 

今
中 

哲
二 

     

ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
統
領
選
挙
の
第
一
回
投
票
は
昨
年
十
月
三
十

一
日
に
二
四
人
が
立
候
補
し
て
行
わ
れ
た
。
野
党
候
補
の
元
首

相
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
が
得
票
率
三
九
・
九
％
で
一
位
と
な
っ
た
が
、

得
票
率
五
〇
％
に
達
せ
ず
、
ク
チ
マ
大
統
領
が
後
継
に
指
名
し

プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
大
統
領
か
ら
も
積
極
的
な
後
押
し
を
受
け

て
二
位
と
な
っ
た
現
首
相
ヤ
ヌ
コ
ー
ビ
ッ
チ
（
得
票
率
三
九
・

三
％
）
と
の
間
で
十
一
月
二
十
一
日
に
決
選
投
票
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。 

西
部
の
リ
ボ
フ
州
で
は
八
七
・
四
％
が
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
支
持
、

一
方
東
部
の
ド
ネ
ツ
ク
州
で
は
八
六
・
七
％
が
ヤ
ヌ
コ
ー
ビ
ッ

チ
支
持
と
い
う
第
一
回
投
票
結
果
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
両

者
の
地
盤
は
東
西
で
ま
っ
ぷ
た
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
ち
な
み

に
キ
エ
フ
で
は
、
六
二
％
対
一
五
％
で
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
支
持
が

圧
倒
的
で
あ
る
。
第
一
回
投
票
で
六
％
の
得
票
が
あ
っ
た
社
会

党
の
モ
ロ
ー
ズ
が
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
支
持
を
表
明
す
る
な
ど
、
決

選
投
票
の
下
馬
評
で
は
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
有
利
か
と
思
わ
れ
た
。 

決
戦
投
票
が
行
わ
れ
た
二
十
一
日
の
出
口
調
査
は
、
ユ
ー
シ

ェ
ン
コ
の
優
勢
を
伝
え
て
い
た
。
し
か
し
、
翌
二
十
二
日
午
前
、

開
票
率
九
九
％
の
段
階
で
中
央
選
管
は
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ビ
ッ
チ
四

九
・
四
％
、
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
四
六
・
七
％
と
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ビ
ッ

チ
の
勝
利
を
決
定
づ
け
る
発
表
を
行
っ
た
。
キ
エ
フ
の
独
立
広

場
に
前
夜
か
ら
集
ま
っ
て
開
票
作
業
を
見
守
っ
て
い
た
ユ
ー
シ

ェ
ン
コ
派
の
集
会
は
、
た
だ
ち
に
選
挙
違
反
に
抗
議
す
る
集
会

と
な
り
、
一
ヵ
月
あ
ま
り
に
及
ぶ
「
オ
レ
ン
ジ
革
命
」
の
は
じ

ま
り
と
な
っ
た
。 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
関
す
る
新
た
な
共
同
研
究
の
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立
ち
上
げ
と
い
う
こ
と
で
、
私
が
関
西
空
港
を
出
発
し
た
の
は

十
一
月
二
十
三
日
で
、
ウ
ィ
ー
ン
に
一
泊
し
て
二
十
四
日
に
キ

エ
フ
に
入
っ
た
。
ヤ
ヌ
コ
ー
ビ
ッ
チ
の
勝
利
と
な
っ
て
は
、
そ

れ
ま
で
の
情
報
（
私
の
知
り
合
い
は
み
な
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
支
持
）

か
ら
判
断
し
、
キ
エ
フ
の
事
態
は
予
断
を
許
さ
な
い
も
の
に
な

る
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
の
出
立
で
あ
っ
た
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
の

ミ
ン
ス
ク
に
二
十
九
日
に
移
る
ま
で
の
見
聞
を
「
旅
行
メ
モ
」

か
ら
抜
粋
し
て
報
告
し
て
お
く
。 

 
 十

一
月
二
十
四
日
（
水
） 

 

ウ
ィ
ー
ン
発
の
エ
ア
バ
ス
Ａ
三
二
〇
は
ほ
ぼ
六
割
の
乗
客
。

二
年
ぶ
り
の
キ
エ
フ
の
上
空
は
曇
り
模
様
で
、
着
陸
態
勢
に
入

り
地
上
が
か
す
か
に
見
え
始
め
た
ら
、
エ
ン
ジ
ン
を
吹
か
し
て

再
上
昇
し
て
し
ま
っ
た
。
機
長
か
ら
、
視
界
が
悪
い
の
で
上
空

で
待
機
す
る
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
。
三
〇
分
あ
ま
り
旋
回
し
、
そ

の
う
ち
燃
料
が
な
く
な
る
だ
ろ
う
に
、
な
ど
と
思
っ
て
い
た
ら

な
ん
と
か
着
陸
し
た
。
空
港
は
一
面
の
銀
世
界
だ
っ
た
。 

 

オ
レ
グ
と
バ
ロ
ー
ジ
ャ
の
出
迎
え
。
こ
の
二
人
と
の
付
き
合

い
は
ぼ
ち
ぼ
ち
十
年
だ
ろ
う
か
。
気
心
が
知
れ
た
仲
で
「
や
ぁ

ま
た
来
ま
し
た
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
オ
レ
グ
の
車
で
定
宿
ブ

ラ
チ
ス
ラ
バ
ホ
テ
ル
へ
向
か
う
。
一
週
間
前
は
ま
だ
秋
だ
っ
た

が
、
数
日
前
か
ら
雪
が
降
り
始
め
た
と
か
で
道
路
脇
も
真
っ
白
。

「
独
立
広
場
の
集
会
は
ど
う
か
」
と
聞
く
と
「
二
〇
万
人
が
集

ま
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
て
ぶ
っ
た
ま
げ
る
。
マ
ス
コ
ミ
は
ほ

と
ん
ど
政
府
系
で
、
テ
レ
ビ
は
一
局
だ
け
が
反
政
府
系
の
報
道

を
し
て
い
る
と
か
。
午
後
四
時
頃
に
ホ
テ
ル
へ
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。

朝
食
付
き
で
一
泊
六
二
ド
ル
と
い
う
勘
定
だ
っ
た
。 

 

オ
レ
グ
は
い
っ
た
ん
家
に
戻
り
、
バ
ロ
ー
ジ
ャ
と
雑
談
。
バ

ロ
ー
ジ
ャ
は
も
と
も
と
キ
エ
フ
核
研
究
所
の
物
理
屋
さ
ん
な
の

だ
が
、
紆
余
曲
折
の
末
、
現
在
は
Ｅ
Ｕ
や
国
連
関
係
の
環
境
問

題
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
な
ど
を
や
っ
て
食
い
つ
な
い
で
い
る
。
現
在

取
り
込
み
中
の
仕
事
は
な
い
よ
う
だ
。
オ
レ
グ
が
五
時
半
に
戻

っ
て
き
て
四
方
山
話
に
参
加
。
独
立
広
場
の
集
会
は
き
わ
め
て

平
和
的
で
、
集
ま
っ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
は
普
通
の
キ
エ
フ
市
民

で
あ
り
、
見
物
に
行
っ
て
も
危
険
性
は
な
い
と
の
こ
と
。 

 

共
同
研
究
の
内
容
と
私
の
滞
在
日
程
に
つ
い
て
簡
単
な
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
。
共
同
研
究
は
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
実

相
解
明
へ
の
多
角
的
ア
プ
ロ
ー
チ
：
二
〇
年
を
機
会
と
す
る
事

故
被
害
の
ま
と
め
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
ト
ヨ
タ
財
団
か
ら

七
〇
〇
万
円
（
二
年
間
）
の
研
究
助
成
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
緯
、
目
的
を
簡
単
に
説
明
。
キ

エ
フ
滞
在
中
に
、「
経
済
損
失
」「
第
二
石
棺
計
画
」「
汚
染
地
域
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復
興
計
画
」
な
ど
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
依
頼
す
る
相
手

と
の
面
会
の
ア
レ
ン
ジ
な
ど
を
要
請
し
た
。 

 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
終
え
、
軽
く
食
事
で
も
、
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
オ
レ
グ
の
車
で
彼
が
住
ん
で
い
る
団
地
内
の
カ
フ
ェ
へ
。

変
哲
も
な
い
団
地
の
カ
フ
ェ
だ
が
、
若
い
衆
で
結
構
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
。
バ
ロ
ー
ジ
ャ
に
言
わ
せ
れ
ば
、
キ
エ
フ
の
「
イ
ザ
カ

ヤ
」
だ
そ
う
だ
。
そ
ん
な
に
腹
は
減
っ
て
い
な
い
の
で
、
私
は

魚
サ
ラ
ダ
に
ペ
レ
メ
ニ
（
ロ
シ
ア
餃
子
）
に
ウ
ォ
ッ
カ
。
マ
イ

ダ
ン
（
独
立
広
場
）
に
集
ま
っ
て
い
る
大
部
分
の
人
は
、
夜
は

引
き
上
げ
る
そ
う
だ
。
学
生
や
地
方
か
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
テ
ン

ト
に
泊
ま
り
込
ん
で
い
る
と
か
。
軍
隊
は
、
内
政
に
は
干
渉
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
中
立
を
宣
言
し
、
キ
エ
フ
市
長
は
ユ
ー
シ

ェ
ン
コ
支
持
と
の
こ
と
。 

選
挙
運
動
中
に
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
が
毒
を
盛
ら
れ
た
と
い
う
話

は
確
か
ら
し
い
。
一
時
は
重
病
だ
っ
た
が
、
現
在
の
彼
の
体
調

は
外
見
よ
り
は
い
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
か
ら
、
中
央

選
管
が
ヤ
ヌ
コ
ー
ビ
ッ
チ
勝
利
の
最
終
結
果
を
発
表
し
た
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、
オ
レ
グ
と
バ
ロ
ー
ジ
ャ
は
舌
を
な
ら
し

た
。
彼
ら
に
よ
る
と
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ビ
ッ
チ
は
マ
フ
ィ
ア
の
親
玉

で
、
彼
を
支
持
し
て
い
る
の
は
、
金
で
踊
ら
さ
れ
て
い
る
輩
だ

そ
う
で
あ
る
。
手
続
き
的
に
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る

の
か
と
聞
く
と
、
選
挙
違
反
に
関
す
る
最
高
裁
判
断
が
山
場
に

な
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
三
人
で
飲
ん
で
食
っ
て
七
〇

フ
リ
ブ
ナ
（
約
一
四
〇
〇
円
）
。 

十
一
月
二
十
五
日
（
木
） 

 

朝
食
は
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
バ
イ
キ
ン
グ
。
こ
ち
ら
に

来
る
と
、
と
き
ど
き
昼
食
に
あ
り
つ
け
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、

普
段
よ
り
多
め
に
腹
に
入
れ
る
。
午
前
中
は
、
シ
チ
ェ
ル
バ
ク

と
の
面
会
の
予
定
だ
っ
た
が
、
バ
ロ
ー
ジ
ャ
か
ら
つ
か
ま
ら
な

い
と
の
連
絡
。
シ
チ
ェ
ル
バ
ク
は
、
日
本
で
も
翻
訳
さ
れ
て
い

る
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
証
言
」
の
著
者
で
、
医
師
、
作
家
、

元
ソ
連
最
高
会
議
議
員
、
元
ウ
ク
ラ
イ
ナ
環
境
大
臣
、
元
駐
米

大
使
と
い
う
肩
書
き
の
人
物
。
現
在
は
年
金
生
活
者
だ
が
、
最

高
会
議
議
長
リ
ト
ビ
ン
の
顧
問
を
し
て
い
る
そ
う
だ
。
ペ
レ
ス

ト
ロ
イ
カ
時
代
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
「
緑
の
世
界
」
を
結
成
し

た
が
、
実
は
、
バ
ロ
ー
ジ
ャ
は
そ
の
事
務
局
長
を
務
め
た
。
バ

ロ
ー
ジ
ャ
の
提
案
で
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
も
ら
っ
た

が
、
こ
の
騒
動
で
は
な
か
な
か
捕
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
。 

 

バ
ロ
ー
ジ
ャ
と
地
下
鉄
（
五
〇
カ
ペ
イ
カ
＝
一
〇
円
）
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
待
ち
合
わ
せ
て
、
フ
レ
シ
チ
ャ
ト
ク
駅
で
地

上
へ
出
た
。
キ
エ
フ
の
目
抜
き
通
り
で
あ
る
フ
レ
シ
チ
ャ
ト
ク

大
通
り
へ
続
く
道
は
、
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
派
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
、



 4

オ
レ
ン
ジ
で
飾
っ
た
人
々
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。 

 
マ
イ
ダ
ン
（
独
立
広
場
）
で
バ
ロ
ー
ジ
ャ
と
集
会
見
物
。
集

会
に
二
〇
万
人
集
ま
っ
て
い
る
と
聞
か
さ
れ
、
そ
ん
な
こ
と
が

物
理
的
に
可
能
だ
ろ
う
か
、
と
い
ぶ
か
っ
て
い
た
の
だ
が
現
場

を
見
て
納
得
。
独
立
広
場
前
の
フ
レ
シ
チ
ャ
ト
ク
大
通
り
全
体

を
群
衆
と
テ
ン
ト
村
が
占
拠
し
て
い
た
（
写
真
１
）
。
大
阪
駅
前

に
一
〇
万
人
集
ま
っ
た
と
聞
か
さ
れ
た
ら
、「
そ
ん
な
こ
と
は
物

理
的
に
不
可
能
だ
」
と
答
え
た
く
な
る
が
、
御
堂
筋
を
丸
ご
と

占
拠
し
て
し
ま
え
ば
可
能
だ
ろ
う
。
大
通
り
に
面
し
て
ス
テ
ー

ジ
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
両
脇
に
は
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
が
置
か
れ

て
い
て
、
か
な
り
遠
く
か
ら
で
も
眺
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
次

か
ら
次
に
演
者
が
交
替
し
て
な
に
や
ら
演
説
し
て
い
る
。
合

間
々
々
に
「
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
！
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
！
」
と
い
っ
た

コ
ー
ル
が
入
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
演
説
は
ほ
と
ん
ど
分
か

ら
な
か
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ッ
チ
ャ
ン
が
現
わ
れ
て
連
帯

の
挨
拶
を
し
て
い
た
（
夜
に
ホ
テ
ル
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
、

元
大
統
領
の
ワ
レ
サ
さ
ん
だ
っ
た
）
。 

 

キ
エ
フ
中
の
老
若
男
女
が
集
ま
っ
て
き
た
か
の
よ
う
で
、
集

会
の
ム
ー
ド
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
状
態
。
だ
が
、
酔
っ
ぱ
ら
い

は
ひ
と
り
も
見
か
け
な
か
っ
た
し
、
お
巡
り
さ
ん
も
ひ
と
り
も

い
な
か
っ
た
。
大
通
り
に
は
数
百
張
り
の
テ
ン
ト
村
が
出
来
て

い
た
が
、
テ
ン
ト
村
の
回
り
に
は
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
勝
手
に
出

入
り
出
来
な
い
よ
う
に
し
、
入
り
口
で
は
身
分
証
明
書
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
た
。 

 
十
一
月
二
十
六
日
（
金
） 

 
一
〇
時
前
に
ホ
テ
ル
を
出
発
。
バ
ロ
ー
ジ
ャ
と
途
中
の
地
下

写真１ ユーシェンコ派が占拠したフレシチャトク通り 
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鉄
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
合
流
し
、
地
下
鉄
の
終
点
ま
で
行
っ
て
、

科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
「
シ
ェ
ル
タ
ー
」
へ
。
こ
こ
で
の
面
会
相

手
は
所
長
の
ク
リ
ュ
チ
ニ
コ
フ
さ
ん
。
事
故
を
起
こ
し
た
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
四
号
炉
の
残
骸
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
囲
ん
だ
の
が

「
石
棺
」
で
あ
る
が
、
石
棺
の
健
全
性
が
心
も
と
な
い
と
い
う

こ
と
で
現
在
、「
第
二
石
棺
」
建
設
計
画
が
国
際
協
力
で
進
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
を

依
頼
す
る
の
が
訪
問
の
目
的
。
ク
リ
ュ
チ
ニ
コ
フ
は
、
そ
の
昔

バ
ロ
ー
ジ
ャ
が
核
研
究
所
に
い
た
こ
ろ
の
テ
ニ
ス
仲
間
だ
っ
た

と
か
。
こ
の
研
究
所
は
最
近
改
組
さ
れ
、
石
棺
問
題
だ
け
で
な

く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
原
発
の
安
全
評
価
も
や
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

バ
ロ
ー
ジ
ャ
に
も
就
職
の
誘
い
が
あ
っ
た
が
断
っ
た
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
第
二
石
棺
計
画
は
概
念
設
計
が
完
了
し
、
そ
れ
を
基

に
国
際
入
札
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
そ
う
だ
。
ク
リ
ュ
チ

ニ
コ
フ
さ
ん
に
、
石
棺
の
現
状
と
た
ま
っ
て
い
る
放
射
能
量
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
安
定
化
工
事
、
第
二
石
棺
「
ア
ル
カ
（
ア

ー
チ
）
」
の
概
要
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
依
頼
し
た
。 

 

バ
ロ
ー
ジ
ャ
と
カ
フ
ェ
に
入
り
、
昼
食
に
ボ
ル
シ
チ
と
ビ
ー

ル
。
カ
フ
ェ
の
テ
レ
ビ
は
マ
イ
ダ
ン
か
ら
の
中
継
を
流
し
て
い

る
。
バ
ロ
ー
ジ
ャ
に
よ
る
と
、
第
五
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
外
の
放
送

局
が
マ
イ
ダ
ン
の
集
会
に
つ
い
て
報
道
を
は
じ
め
た
そ
う
だ

（
こ
れ
ま
で
は
全
く
無
視
だ
っ
た
の
で
画
期
的
な
こ
と
だ
そ
う

だ
）
。
教
育
大
臣
が
各
大
学
に
対
し
、
マ
イ
ダ
ン
集
会
に
参
加
し

た
学
生
を
処
分
し
て
は
な
ら
な
い
、
授
業
を
す
る
か
ど
う
か
は

大
学
の
判
断
に
任
せ
る
、
と
通
達
し
た
そ
う
だ
。
西
部
の
都
市

で
は
治
安
警
察
が
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
支
持
を
表
明
し
た
そ
う
で
、

写真２ 独立広場の反政府抗議集会と筆者 
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全
体
の
流
れ
は
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
側
に
向
い
て
い
る
よ
う
だ
。 

 
バ
ロ
ー
ジ
ャ
と
マ
イ
ダ
ン
へ
出
て
一
時
間
ほ
ど
集
会
見
物

（
写
真
２
）
。
昨
日
と
違
う
の
は
曇
り
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
寒
そ
う
だ

っ
た
こ
と
。「
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
！
」
コ
ー
ル
以
外
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
良
く
聞
い
た
の
は
、
「
ス
バ
ボ
ー
ド
ゥ
・
ネ
・
ス
ピ
ニ
ー
チ

（С
вободу не спинити

）
！
」（
自
由
を
止
め
る
な
）
と
「
ナ

ス
・
バ
ガ
ー
タ
・
ナ
ス
・
ネ
・
パ
ダ
ラ
ー
テ
ィ
（Н

ас богато 
– нас не подолати

）
！
」（
我
々
は
多
い
、
我
々
を
屈
服
さ

せ
ら
れ
な
い
）
。
学
生
さ
ん
は
隊
列
を
組
ん
で
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
叫

び
な
が
ら
集
会
の
回
り
を
練
り
歩
い
て
い
る
。
地
下
鉄
マ
イ
ダ

ン
駅
は
人
混
み
で
危
険
な
の
で
別
の
駅
を
使
う
よ
う
集
会
事
務

局
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス
。
バ
ロ
ー
ジ
ャ
と
ひ
と
駅
分
歩
い
て
か
ら
、

地
下
鉄
を
乗
り
継
ぎ
四
時
過
ぎ
に
ホ
テ
ル
に
戻
っ
た
。 

 

部
屋
で
ひ
と
眠
り
し
て
か
ら
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
五
チ
ャ

ン
ネ
ル
は
や
は
り
マ
イ
ダ
ン
か
ら
の
生
中
継
（
写
真
３
）
。
番
組

の
タ
イ
ト
ル
は
「
選
挙
二
〇
〇
四
」
な
の
で
、
先
週
日
曜
の
選

挙
終
了
か
ら
ぶ
っ
通
し
で
生
中
継
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
相

変
わ
ら
ず
マ
イ
ダ
ン
は
盛
り
上
が
っ
て
い
て
、
警
察
学
校
ア
カ

デ
ミ
ー
学
生
、
女
性
歌
手
、
国
防
軍
合
唱
隊
な
ど
が
次
々
に
登

場
し
て
演
説
や
歌
。
国
防
軍
合
唱
隊
の
歌
は
な
か
な
か
の
も
の

だ
っ
た
。 

 

夜
一
〇
時
頃
、
オ
レ
グ
か
ら
電
話
。
彼
は
今
日
、
日
帰
り
で

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
ゾ
ー
ン
に
出
か
け
て
会
議
に
参
加
す
る
は
ず

だ
っ
た
が
、
キ
エ
フ
情
勢
の
た
め
会
議
が
中
止
に
な
っ
た
と
の

こ
と
。
オ
レ
グ
は
こ
れ
か
ら
マ
イ
ダ
ン
に
行
く
そ
う
だ
。「
泊
ま

り
に
行
く
の
か
」
と
聞
い
た
ら
、「
寝
袋
の
差
し
入
れ
要
請
が
あ

写真３ 第５チャンネルのテレビ中継 
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っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
持
っ
て
行
く
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
テ

レ
ビ
に
は
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
が
登
場
し
て
い
た
。
ク
チ
マ
大
統
領
、

ヤ
ヌ
コ
ー
ビ
ッ
チ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
統
領
、
リ
ト
ア
ニ
ア
大
統

領
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（
欧
州
安
全
協
力
機
構
）
代
表
、
Ｅ
Ｕ
代
表
、

ロ
シ
ア
議
会
議
長
と
の
円
卓
会
議
を
終
え
て
の
登
場
。
円
卓
会

議
で
は
、
暴
力
的
解
決
を
し
な
い
こ
と
、
最
高
裁
判
断
を
ま
つ

こ
と
な
ど
で
合
意
し
た
ら
し
い
。 

十
一
月
二
十
八
日
（
日
） 

 

バ
ロ
ー
ジ
ャ
か
ら
、
よ
う
や
く
シ
チ
ェ
ル
バ
ク
と
連
絡
が
と

れ
て
、
一
一
時
に
会
う
こ
と
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
、
地
下
鉄

ト
ル
ス
ト
イ
広
場
駅
で
待
ち
合
わ
せ
。
バ
ロ
ー
ジ
ャ
は
長
男
の

ア
ン
ト
ン
と
現
わ
れ
た
。
ア
ン
ト
ン
は
、
昨
日
は
マ
イ
ダ
ン
に

居
た
が
今
日
は
キ
エ
フ
の
囲
碁
ク
ラ
ブ
に
行
く
つ
い
で
だ
そ
う

だ
。
こ
の
父
子
は
囲
碁
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
会
に
も
出
場
す
る
強
者

で
あ
る
。
街
角
で
シ
チ
ェ
ル
バ
ク
と
落
ち
合
い
、
カ
フ
ェ
に
入

っ
て
コ
ー
ヒ
ー
。
シ
チ
ェ
ル
バ
ク
は
予
想
通
り
気
さ
く
な
人
物

で
、「
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
状
況
は
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
だ
」
と
表
現
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
共
同
研
究
に
つ
い

て
手
短
か
に
説
明
。
共
同
研
究
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
「
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
の
回
想
」
を
書
い
て
く
れ
と
依
頼
。
ま
た
、
再
来
年
の

春
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
二
〇
周
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
東
京
で

や
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
日
本
に
来
て
欲
し
い
の
で
頭
の
ス
ミ
に

入
れ
て
お
い
て
欲
し
い
、
と
依
頼
し
て
お
い
た
。
三
〇
分
あ
ま

り
だ
っ
た
が
、
な
か
な
か
い
い
会
談
だ
っ
た
。 

バ
ロ
ー
ジ
ャ
と
一
緒
に
ま
た
フ
レ
シ
チ
ャ
ト
ク
通
り
へ
。
天

気
は
悪
い
が
こ
の
日
は
日
曜
で
も
あ
り
、
フ
レ
シ
チ
ャ
ト
ク
通

写真４ 独立広場前の大群衆 
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り
は
一
段
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
状
態
（
写
真
４
）
。
通
り
の
両
脇

に
は
地
方
か
ら
集
会
に
出
て
き
た
バ
ス
が
延
々
と
並
ん
で
い
る
。

一
台
四
〇
人
と
し
て
一
〇
〇
〇
台
来
て
い
れ
ば
四
万
人
と
い
う

勘
定
で
あ
る
。
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
の
オ
レ
ン
ジ
の
旗
に
、
青
と
黄

色
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
旗
、
と
き
お
り
白
赤
白
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
の

前
の
国
旗
や
赤
白
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
旗
が
見
え
る
。
そ
の
中
に

な
ん
と
日
の
丸
ま
で
あ
っ
た
。
何
も
の
な
ら
ん
と
思
っ
て
、
旗

の
主
の
と
こ
ろ
ま
で
行
く
と
日
本
か
ら
の
留
学
生
二
人
で
あ
っ

た
。「
え
ら
い
目
立
ち
ま
す
な
」
と
日
本
語
で
話
し
か
け
る
と
「
目

立
ち
に
来
た
ん
で
す
」
と
の
答
え
。
半
分
あ
っ
け
に
と
ら
れ
る

が
、
出
歯
亀
は
こ
ち
ら
も
似
た
よ
う
な
も
の
か
と
思
い
「
お
互

い
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
別
れ
た
。
こ
れ
だ
け
集
会

が
続
く
と
都
市
機
能
が
麻
痺
し
て
も
不
思
議
は
な
い
の
だ
が
、

暴
力
沙
汰
は
ま
っ
た
く
な
く
、
大
通
り
が
通
行
止
め
に
な
っ
て

歩
行
者
天
国
が
毎
日
続
い
て
い
る
と
い
っ
た
光
景
で
あ
る
（
写

真
５
）
。
ビ
ル
電
光
掲
示
板
の
温
度
計
は
プ
ラ
ス
一
度
だ
っ
た
。 

 

集
会
を
抜
け
て
、
地
下
鉄
ポ
ル
タ
バ
広
場
駅
か
ら
バ
ロ
ー
ジ

ャ
の
フ
ラ
ッ
ト
が
あ
る
ミ
ン
ス
カ
駅
へ
。
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
混
乱
に
対
す
る
第
一
の
責
任
者
が
ク
チ
マ
大
統
領
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
が
、
バ
ロ
ー
ジ
ャ
に
よ
る
と
、
大
統
領
に
権

力
が
集
中
し
す
ぎ
て
い
る
の
が
問
題
と
の
こ
と
。
現
行
憲
法
で

は
、
大
統
領
は
、
首
相
を
指
名
し
閣
僚
を
任
命
。
ま
た
、
検
事

総
長
、
各
州
知
事
と
各
地
区
長
官
も
大
統
領
の
任
命
。
つ
ま
り
、

大
統
領
は
、
行
政
と
司
法
・
警
察
権
力
を
一
手
に
握
っ
て
い
る
。

大
統
領
選
挙
前
に
、
大
統
領
権
限
を
削
る
憲
法
改
定
の
動
き
が

議
会
で
あ
っ
た
が
、
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
派
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ビ
ッ
チ
派

写真５ フレシチャトク通りテント村の炊き出し風景 
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と
も
に
自
分
た
ち
が
勝
つ
と
思
っ
て
い
た
の
で
改
定
案
に
賛
成

し
な
か
っ
た
と
か
（
憲
法
改
定
に
は
議
会
三
分
の
二
以
上
、
つ

ま
り
三
〇
〇
を
越
え
る
賛
成
が
必
要
）
。
バ
ロ
ー
ジ
ャ
は
、
選
挙

前
か
ら
大
統
領
権
限
削
減
を
唱
え
て
い
た
社
会
党
の
モ
ロ
ー
ズ

を
持
ち
上
げ
て
い
た
。 

 

バ
ロ
ー
ジ
ャ
家
に
着
く
と
、
ヒ
バ
チ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
す
る

と
言
っ
て
バ
ロ
ー
ジ
ャ
が
張
り
切
り
は
じ
め
た
。
こ
ち
ら
と
し

て
は
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
火
鉢
で
も
出
し
て
シ
ャ
シ
リ
ク
（
串
焼
き
）

で
も
す
る
の
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
い
た
ら
、
折
り
た
た
み
コ
ン

ロ
と
炭
を
下
げ
て
、
歩
い
て
一
〇
分
ほ
ど
の
ド
ニ
エ
プ
ル
河
畔

ま
で
行
く
ん
だ
そ
う
だ
。
「
こ
れ
は
尋
常
な
パ
ー
テ
ィ
ー
か
？
」

と
奥
さ
ん
の
レ
ー
ナ
さ
ん
に
聞
く
と
、「
ニ
ェ
ッ
ト
！
」
と
の
答

え
だ
っ
た
。
と
い
っ
て
客
の
立
場
で
文
句
は
言
え
な
い
の
で
、

雪
の
降
る
夕
暮
れ
の
中
を
完
全
装
備
で
出
発
。
湿
気
が
高
め
で

風
が
な
い
せ
い
か
、
そ
れ
ほ
ど
寒
く
は
な
く
、
夕
暮
れ
の
雪
の

ド
ニ
エ
プ
ル
は
な
か
な
か
幻
想
的
だ
っ
た
。
シ
ャ
シ
リ
ク
も
無

事
で
き
あ
が
っ
た
。 

 

ヒ
バ
チ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
終
え
て
フ
ラ
ッ
ト
に
戻
り
、
し
ば

し
歓
談
。
テ
レ
ビ
を
付
け
る
と
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ビ
ッ
チ
派
が
ド
ネ

ツ
ク
州
で
大
集
会
を
や
っ
て
い
た
。
こ
ち
ら
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ

ー
は
ブ
ル
ー
。「
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
一
派
は
ア
メ
リ
カ
の
ス
パ
イ
で

不
法
な
行
動
に
よ
り
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
。

ク
チ
マ
大
統
領
ら
が
不
法
な
圧
力
に
屈
す
る
よ
う
だ
と
、
ド
ネ

ツ
ク
な
ど
東
部
諸
州
は
自
治
共
和
国
と
し
て
独
立
す
る
」
と
言

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
ち
ら
の
演
説
は
ロ
シ
ア
語
な
の
で
だ
い

た
い
分
か
る
。
モ
ス
ク
ワ
市
長
の
ル
シ
コ
フ
さ
ん
が
応
援
に
来

て
い
た
。
バ
ロ
ー
ジ
ャ
は
、
あ
れ
は
マ
フ
ィ
ア
の
集
ま
り
だ
、

と
け
な
し
て
い
た
。 

ド
ネ
ツ
ク
州
知
事
だ
っ
た
ヤ
ヌ
コ
ー
ビ
ッ
チ
が
首
相
に
指
名

さ
れ
た
の
は
二
年
前
の
二
〇
〇
二
年
十
一
月
で
あ
る
。
旧
ソ
連

諸
国
で
の
「
現
在
の
お
金
持
ち
」
は
こ
の
一
〇
年
間
に
び
っ
く

り
す
る
ほ
ど
の
資
産
を
た
め
込
ん
だ
わ
け
で
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
「
危
な
い
橋
」
を
う
ま
く
渡
っ
て
き
た
人
々
で
あ
ろ
う
。
ヤ

ヌ
コ
ー
ビ
ッ
チ
さ
ん
も
刑
務
所
に
二
回
入
っ
て
い
た
と
か
。
彼

が
首
相
に
な
っ
て
か
ら
、
「
ド
ネ
ツ
ク
財
閥
（
マ
フ
ィ
ア
？
）
」

が
ど
っ
と
キ
エ
フ
に
や
っ
て
き
て
政
府
の
要
職
に
つ
い
た
ら
し

い
。
今
回
の
抗
議
行
動
の
直
接
の
き
っ
か
け
は
選
挙
違
反
問
題

で
あ
る
が
、
Ｅ
Ｕ
寄
り
か
ロ
シ
ア
寄
り
か
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
か

ロ
シ
ア
語
か
、
と
い
っ
た
歴
史
的
背
景
も
含
め
い
ろ
い
ろ
な
も

の
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
た
危
機
感
が
オ
レ
ン
ジ
運
動
の
根
底
に

あ
る
の
だ
ろ
う
。 

一
〇
時
頃
に
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
玄
関
で
見
知
ら
ぬ
イ
ン
テ
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リ
風
の
オ
ジ
サ
ン
に
出
く
わ
し
た
。
バ
ロ
ー
ジ
ャ
の
知
り
合
い

で
も
何
で
も
な
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
の
リ
ボ
フ
か
ら
来
た
学

校
の
先
生
で
、
親
子
で
集
会
に
や
っ
て
来
た
そ
う
だ
。
集
会
本

部
か
ら
宿
提
供
の
要
請
が
支
持
者
に
あ
り
、
バ
ロ
ー
ジ
ャ
家
も

登
録
し
た
ら
そ
の
親
子
が
紹
介
さ
れ
て
き
た
と
の
こ
と
。
オ
レ

ン
ジ
運
動
の
草
の
根
を
垣
間
見
た
気
が
し
た
。 

  

私
は
二
十
九
日
に
ミ
ン
ス
ク
に
移
動
し
、
行
き
と
同
じ
く
ウ

ィ
ー
ン
経
由
で
十
二
月
五
日
に
帰
国
し
た
。
キ
エ
フ
を
離
れ
て

以
来
の
主
な
出
来
事
を
箇
条
書
き
に
し
て
お
く
。 

・
十
一
月
二
十
九
日 

最
高
裁
で
選
挙
が
有
効
か
ど
う
か
の
審

議
を
開
始
。 

・
十
二
月
一
日 

最
高
会
議
が
ヤ
ヌ
コ
ー
ビ
ッ
チ
内
閣
の
不
信

任
案
を
採
択
（
ク
チ
マ
大
統
領
は
不
信
任
を
拒
否
）
。 

・
三
日 

最
高
裁
が
、
十
一
月
二
十
四
日
の
中
央
選
管
決
定
を

取
り
消
し
、
十
二
月
二
十
六
日
ま
で
に
再
投
票
を
行
う
よ
う

裁
定
。 

・
八
日 

最
高
会
議
が
、
大
統
領
権
限
を
減
ら
す
憲
法
改
正
案

と
選
挙
法
改
正
案
を
同
時
に
採
択
し
、
ク
チ
マ
大
統
領
は
直

ち
に
署
名
。 

・
八
日 

最
高
会
議
は
、
中
央
選
管
を
解
散
し
、
大
統
領
の
推

薦
に
基
づ
き
新
た
な
中
央
選
管
委
員
十
五
人
を
任
命
。  

・
十
一
日 

ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
の
病
気
を
治
療
し
た
ウ
ィ
ー
ン
の

病
院
が
、
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
の
血
液
サ
ン
プ
ル
か
ら
許
容
レ
ベ

ル
の
一
〇
〇
〇
倍
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
検
出
し
た
と
発
表
。 

・
二
十
一
日 

ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
と
ヤ
ヌ
コ
ー
ビ
ッ
チ
が
、
二
十

六
日
の
再
投
票
に
向
け
て
一
〇
〇
分
間
の
テ
レ
ビ
討
論
。 

・
二
十
六
日 

決
選
投
票
の
再
投
票 

・
二
十
八
日 

中
央
選
管
が
、
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
五
二
％
、
ヤ
ヌ

コ
ー
ビ
ッ
チ
四
四
％
と
い
う
最
終
結
果
を
発
表
。 

・
三
十
一
日 

ヤ
ヌ
コ
ー
ビ
ッ
チ
首
相
が
辞
意
を
表
明
。 

 

オ
レ
ン
ジ
色
の
抗
議
運
動
に
よ
り
選
挙
結
果
が
ひ
っ
く
り
返

っ
て
、
近
々
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
が
誕
生
す
る
。
こ
の
一
カ

月
余
り
の
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
派
に
よ
る
大
衆
運
動
は
「
オ
レ
ン
ジ

革
命
」
と
呼
ば
れ
た
り
し
て
い
る
。「
革
命
」
と
呼
ぶ
の
が
適
切

か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
国
家
権
力
を
ど
ち
ら
が
握
る
か
と
い

う
大
政
変
劇
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
暴
力
な
し
で
平
和
的
に
推
移

し
て
き
た
こ
と
は
賞
賛
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
一
九
九
九
年
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.rri.kyoto-u.ac.jp/N

SR
G

/C
hernobyl/etc/R

FER
L.htm

l

）

に
ま
と
め
て
あ
る
の
で
ご
関
心
の
向
き
は
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
い
ま
な
か
て
つ
じ 

京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
） 


